
【低 学 年 １－３】ら く が き

－ 役割演技を活用した事例 －

勇気をもって〔１－３〕( 1 ) 主 題 名

正しいと思うことは，勇気をもって行おうとする態度を養う｡( 2 ) ねらい

「らくがき」( 3 ) 資 料 名

(4 ) 授 業 の 展 開 例

学 習 活 動 主 な 発 問 と 児 童 の 心 の 動 き 留 意 点

１ らくがきの写真 ○この写真を見て，どう思いますか。○橋やトンネル，へい

を見て話し合う。 ・いやな感じがする。 などにかかれている導

・町がよごれるよ。 らくがきの写真を用入

， 。・だれがかくのだろう。 意し 関心を高める

２ 資料の前半を聞 ○らくがきに誘われたとき，たくやは○児童の反応を確かめ

いて話し合う。 どんな気持ちになったでしょう｡ ながら，立ち止まり

・いけないことだ。 読みをする。

・みんなをとめよう。

・やらないと，遊んでくれないかも

○おやつの時にたくやは何を考えてい○ゆみ子の気持ちも考展

。たのでしょう。 えさせるようにする

・どうしようか，悪いことをしたな。

・こっそり消しに行こうか。

・しかられるだろうな。

・みんなをさそってちゃんと謝ろう。

・ゆみ子はいやな気持ちだろうな。

３ たくやの気持ち ◎公園で３人はどんな話合いをしたの○役割演技を通して話

を想像し，役割演 でしょうか。 合いの内容を考えさ

技をする。 ・消しに行こう。 せ，たくやたちはど

・勇気を出して謝ろう。 うしたらよいのかを

・そのままにしておこう。 考えさせる｡

４ 資料の後半を聞 ○たくやは，消えたらくがきを見て，○勇気を出して行動し

。開 いて話し合う。 どんなことを思ったのでしょう。 たことに気付かせる

・らくがきをして悪かったな。

， 。・消えてよかったな すっきりしたよ

・ごめんね，ゆみちゃん。

・謝ってよかった。

20５ 自分の生活を振 ○勇気を出してがんばれたことはあり ○「心のノート」Ｐ

り返る。 ませんか。 を参考にする。

・学校のきまりを守らない人に注意し

た。

６ 教師の説話を聞 ○勇気を出して行動す

く。 ・小さな勇気をいっぱいもちたいな。 ることの大切さが分終

。末 かるような話をする
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活用に生かすための実践
◎ ｢らくがき｣

１ 主題の設定

・この時期の子どもたちは 正や不正につ,

いて深く考える力はまだ不十分であり，友

だちに誘われたりすると，内容を吟味せず

同一行動をとることが多い。しかし，学校

のきまりや約束を守らないことは，よくな

いということは実感としてとらえることは

できる。正・不正を見極め，不正に対して

は勇気をもって指摘し，正しいと思うこと

は進んで行おうとする態度を養うことが大

切である。

２ 指導過程の工夫

・導入部分でトンネル等にかかれたらくが

きの写真を見せることで，子どもたちの資

料への関心を高めたい。

・３人が公園で話し合う場面では，役割演

技を取り入れ，どのような話合いをしたの

かをグループで考えさせ，自分たちのした

ことに対してどのように責任をとったらよ

いのかを明らかにしていきたい。

・終末に｢心のノート」も活用し，みんな

で話し合い，考えを深めることを通して，

「なぜよいのか 「なぜいけないのか」を」

明らかにし，勇気ある行いをしていこうと

する力を高めていきたい｡

３ 発問の工夫

・発問においては，主人公のたくやの心情

を問うことが中心になるが、ねらいが「態

度を養う｣ことなので，中心発問を｢３人は

どんな話合いをしたのでしょうか」にし，

役割演技を取り入れながら，これからどう

すればよいのかを考えさせたい｡

４ 児童の反応

・らくがきをしたのは，本当に悪いと思い

ました｡

・らくがきをしたのは悪かったけど，あと

から勇気を出して消しに行ったのがいいと

思いました｡

・勇気を出して「ごめんなさい」と謝った

のがいいと思いました。

・劇をしたとき，３人がけんかになってし

まったけど，最後には仲直りをして謝りに

いけたのがよかったです。

・班で劇をやったのが，おもしろかったで

す。ゆうたくんの気持ちが分かった。

・３人の勇気がすごかった。謝るのもらく

がきを消すのも勇気がいるんだと思いまし

た。

５ 実践者からの一言

・子どもたちは，らくがきをすることはよ

くないことだと捉えることができていた。

・役割演技の中で，責任のなすりあいをし

ている子どもたちや 「このままだまって，

」 ，いよう という意見の子どもたちもいたが

授業後の感想では，ほとんどの子が，勇気

をもって謝ってよかったと主人公に共感し

ていた。

・ 心のノート」(Ｐ２０，２１)を拡大コ「

， ，ピーし 展開の後半で活用しようとしたが

時間的に十分話し合うことができなかっ

た。指導後，学級に掲示し，日々の指導の

中で活用した。

・終末で「勇気１００％」の歌をうたった

が効果的であった。

（三原小学校 石井純子）


